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 2021 年度に入ってから、まだ普通に礼拝ができない状況が続いています。緊急事態

宣言や蔓延防止措置になっても、政府や東京都のガイドラインに教会は含まれていま

せん。ですから、個々の教会で対応を決めることになります。 

 先日教会員の方が、日経新聞文化面の記事のコピーを送ってくださいました。「コロ

ナ下の教会で」というタイトルで、ノンフィクションライターの最相葉月さんが書い

たものです。彼はクリスチャンではないようですが、この数年間全国の教会を取材し

て、「あなたはなぜ神をしんじるのか。」などの質問を問いかけてきたそうです。 

 この記事の中では、これまでも日本で数少ないキリスト教信者が、高齢化と少子化

で減少傾向にあったところに、新型コロナウィルスが追い打ちをかけた、とありまし

た。教会というのは、そもそも人が集まって賛美をし、聖餐や食事を共にするところ

です。教会の中では、リモート礼拝に反対する信徒と科学的に行動しようとする信徒

の意見の対立があるところもあります。そして、記事には、教会に高齢者や外国人が

多いところでは、互いの無事を確認するセーフティーネットの役割担っていて、それ

がなくなるのは生命線を断つことに等しい、とありました。 

 カトリック上野教会・浅草教会の晴佐久昌英神父の活動についても書かれています。

神父はコロナの前は、「一緒ごはん」という、ホームレスやベトナム人技能実習生など

に声をかけて食事をする活動をしていました。コロナ禍でそれができなくなった現在

は、「最寄りさん」と呼んでいる教会の近くのホームレスの方に弁当を届け、その方が

特別給付金を受け取るための手続きを手伝ったそうです。神父は、教報に書いていた

そうです。「コロナ時代は、最も身近な他者さんときちんと関わることの大切さに気付

く、恵みの時代になりました。そうと気付けば誰の身近にも様々な事情で孤立してい

る『最寄りさん』が必ずいるはずです。あなたの最寄りさんは誰ですか？」 

 はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、 

わたしにしてくれたことなのである。  マタイ 25：40 
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5月役員会決定事項 

・4月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・5月教会総会は 2021年 5月 9日の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症予防等のため、

参集しての開催を避け、書面による開催とすると決定した。 

・5月 23日のバイリンガル礼拝は、クリス師の説教ビデオを配信する。聖餐式は行わない。 

・緊急事態宣言が 5月末まで延長されたため、礼拝も宣言中はオンラインで行う。その他の集会も宣言 

中は会堂では行わない。従ってイングリッシュフォーキッズも今月は休止とする。5月 29日に予定されて

いた一芸会は中止とする。 

・教団謝恩日献金として 1万円を教団本部に献金する。 

               

 

 


